見て 敵の 背後 を衝く 冒険が 演ぜ られ る。 密偵が 潜入す 

る。 本部との 連絡が 必要で ある。 眠る 暇が よく あると 

住民 は 何時の間にか 日本軍 を 信じ、 これに 頼って ゐ 

るので ある。 た >、 恐れる の は、 何時か 日本軍が 引 上 

げて 行き、 再び 此処へ 支那 軍が 来る ことで ある。 

戦線 はかくの 如く 無限に 広い こと を 国民 はとく と 知 

つて ゐ なければ ならぬ。 

建設 工作への 国民的 協力 を 



警備隊と 協力し、 警備隊の 「武装せ る 日本」 と 並ん 

で、 地方 組織の 確乎たる 樹立と その 建設 事業 を 指導 援 

助し、 「武装せ ざる 日本」 の 知能と 活力と を 示す ものに、 

かの 特務 部の 地区 班が ある。 これ は 最近まで 宣撫 班と 

いふ 名称で 呼ばれて ゐた 軍の 一 機関で、 班長 以下、 そ 

れぞれ 愛国の 熱情 を 以て、 時には 身 を 危険に 暴し っゝ 

東奔西走して ゐ るので ある。 この こと は 恐らく 一般に 

知られて ゐる こと ゝ思 ふが、 なにしろ、 これ は 実際 を 

見ない と、 その 仕事の 範囲が 如何に 広く、 複雑で、 か 

つ デリ ケ —， ^であるか とい ふこと はちよ つと 考へ ただ 

けで はわ かるまい と 思 ふ。 



に 進め 得る とい ふ 着眼 を、 僭越ながら、 私 は 当局に 求 

める と 同時に、 国民、 殊に、 文化的 教養と 進取の精神 

に 富む 青年 諸君に 促したい と 思 ふ。 

私が、 特に 自発的 進出と 云 ふの は、 必ずしも、 これ 

らの 機関の 中で 働く とい ふ 意味で はなく、 寧ろ、 全く 

民間の 一 篤志家と して、 個人の 資格で もよ し、 団体の 

名に おいて y もよ し、 ともかく、 中支那の 各地 方々々 

で、 文化 国 日本の 矜持に ふさ はしい 「生き方」 をして 

みせ、 支那 民衆の、 就中 知識層の 日本 認識の 上に 望ま 

しい 一転機 を 与へ 得る やうな、 事実 的 根拠 を 与へ よと 

云 ふので ある。 



すべ からざる 問題で ある。 

現に、 楊 州 地区で は、 私 個人に では あるが、 日本語 

教授の ための 青年 を 十 人 選定して 欲しい とい ふ 依頼が 

あった。 実際 は、 その 必要が 感ぜられて ゐ ながら、 そ 

れを 国民 一 般が 知らずに ゐ ると いふ 法 はない ので ある。 

道が ついて ゐ なければ、 その 道 を われわれの 手で 拓か 

なければ ならない と 思 ふ。 楊 州ば かりで はない と 思 ふ 

が、 他に 本職の ある 兵隊さん や 特務 部の 班員 諸君が、 

忙しい 時間 を さいて、 熱心に 日本語の 講習 をして ゐる 

ところ をみ ると、 われわれ はなに をして ゐ たの だと 思 

ヽ o 



旗の もとに 於て y は あるが、 日常 的に は 宗教の 名に 於 

て、 その 優越せ る 近代 文化 面の 誇示と 利用に よって、 

彼等 を悦 服、 信頼 させ、 人間愛と 社会的 良心との 巧 ま 

ざる 発露 を 感じさせる ことに 成功し、 その 礼拝堂に 跪 

く 善男善女の 数よりも、 その 学校に 通 ひ、 その 病院に 

集まり、 その 孤児院 を訪 ひ、 その 慈善市に 寄附す る も 

の、 数が はるかに 多い とい ふ 事実に 重点 をお きたいの 

である。 

支那の 知識層 は 固より、 巿 井の 目に 文字な きもの さ 

へ、 欧米人の 下に 使 はれる こと を 得意と し、 彼等の 言 

語 動作 は、 他の 如何なる 支那 人よりも 朗か であり、 卑 



屈の 風が 見えない とい ふところまで 張った 自然の 根 を 

見落して はならぬ。 

欧米 依存の 理由 は 多々 挙げる ことができる であらう。 

フランスの 一宣 教師で、 在 支 五十 年と いふ 人物に 会つ 

た 時、 彼 は、 私に 語った。 

「自分が 今日まで を 支那で 過した 経験から いへば、 嘗 

て、 日露戦争 後の 一 つ 時、 支那の 上下 を あげて 日本 矗 

貭 であらう とした。 日本で なければ 夜が 明けぬ とい ふ 

状態に なり はせ ぬかと 思った。 その 頃、 誰が 今日 ある 

マ J と を 想像し 得よう。 欧米人が 日本人と 異る ， j と を 若 

し 支那に おいて 行った とすれば、 それ はかう だ。 欧米 



日本人が どう あらねば ならぬ とい ふ 前に、 それが 既に 

国内に 於て、 さう ある ことの 必要 を 力説した いと 思 ふ _ 

戦場の 到る ところで、 われわれ は、 日本人の 日本人 

らし さに 出会 ふ。 戦場なる が 故に、 特に 平生の 日本人 

で なくなって ゐ ると いふ 事実に は 一 度 もぶ つからな か 

つた。 これから 支那で 建設的な 事業に たづ さはる 日本 

人が、 国 を 離れた から 急に 日本人ば なれが するとい ふ 

風に は考 へられない。 国家と しても、 国民の 上に 及ぼ 

す 力 以外の 力 を、 外国なる が 故に その 民衆の 上に 及ぼ 

し 得る とい ふ 理由 は 成り立たない ので ある。 

日本 及び 日本人の 幾多の 美点に も拘 はらず、 文化と 



を 深く 自戒して ほしい。 実は、 忌憚な く 云へば、 今度 

の 事変に 関係して、 V も、 わが 当局が、 支那の 農民 や 苦 

力 をつ かまへ て、 「防共、 防共」 と 叫んで ゐる 宣伝 方法 

は、 適当 かどう か。 

周知の 如く、 現在、 わが 思想 対策の 面に、 旧 左翼 系 

統の 人物が 多く 登場して ゐる やうで ある。 戦地に 於て 

も、 特務 部の ブレント ラストの 一部 は これらの 人々 に 

よ つ て 占められて ゐる 有様で ある。 

それ もよ からう。 結局、 性格と 気質が、 先づ かやう 

な 雰囲気に 適して ゐ ると みてい、 からで ある。 ところ 

で、 わが 日本の 思想 的 チャンピオン は、 もともと 中正 



於て、 せめて これ だけの こと はしなければ ならぬ と 思 

つたこと を 思 ひつく ま 、 に 列挙して みる。 

一 、 大学 専門学校 男女 卒業生 中、 優秀な 希望者 を 日 

本 語 教師と して 支那 各地の 中 • 小学校に 配属せ し 

める こと。 そのために、 教授法の 講習 を 若干 行 ふ 

こと。 少く とも 十 年 以上の 契約 を 結ぶべき こと。 

一 、 支那 人の ための 日本語 教科書 を 速 かに 編纂 発行 

する マ J と。 

一 、 直接 日本 政府の 名に よらない 私立の 小 • 中学校 

を 各地 方の 治安の 程度に よって 徐々 に 設立す る こ 



と。 これが ために、 その 経営、 ス タフ 等 を 半官半 

民の 機関に よって 統 一 的に 研究 指導す る こと。 

、 各地 方に 日 支 民間の 協力に よる 刊行物の 普及 を 

計る こと。 勿論、 飽くまで も 日本 当局の 許可と 支 

持 を 必要と する ものである けれども、 この 形式 は 

事変の 性質から みて、 国策 遂行 上、 最も 効果的 だ 

と 信じる。 これら 刊行物 は 最初 は 漢字 版の みに よ 

るので あるが、 将来、 日支両 文の 記事 を 同時に 掲 

載す る ことになる であらう。 

、 ある 地区で は、 相当の 都会に (人口 十万ぐ らゐ 

の) 医者と 云へ る やうな 医者が 二人し か をらず、 
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